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　今回は写真1に示す温度センサTMP102（テキサス・イン
スツルメンツ）を紹介します．

● －40〜＋125℃を精度±2℃で測定できる
　TMP102はI2Cバスに接続して用いるセンサです．－40〜
＋125℃の範囲の温度を測定できます．I2Cバス上に最大四
つまで接続でき，同時に温度測定が可能です．精度は全温
度範囲で±2℃で，ある一定の温度における最大誤差は 

±0.5℃です．温度は摂氏で表現され，分解能0.0625℃の符
号付きディジタル値として読み取れます．
　SOT563（1.6mm×1.6mm）という小型なパッケージのた
め，場所を選ばず設置できます．なお実験用途としては
Sparkfun Electronicsより変換基板キットの形で入手でき
ます．こちらは大きさ13mm×11mmでピン・ピッチも標
準的な2.54mm（0.1インチ）です．
　TMP102のピン配置を図1に示します．6個のピンがあり，
電源，I2C，AD0とALERTによって構成されます．

動かす方法

● マイコンとの接続
　TMP102は電源電圧は1.4V〜3.6Vなので，多くのマイコ
ンと同じ電源を共用できます．図2のようにマイコンと接
続して用います．使用したマイコン基板はmbed（LPC1768
搭載）です．
　I2Cは標準のファスト・スピード・モード（〜400kbps）と
ハイスピード・モード（〜3.4Mbps）に対応します．温度測
定には十分な通信速度です．使えるアドレスは四つで，
0x48〜0x4Bの範囲で設定できます．I2CのアドレスはADD0
ピンをVCC，GND，SCL，SDAピンのいずれかに接続するこ
とで設定します．I2Cバスに複数の温度センサを接続する場

連載 マイコンのI/Oを増強する
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写真1　I2Cで温度を測定できる温度センサTMP102（テキサス・イン
スツルメンツ）
変換基板キットDigital Temperature Sensor Breakout（Sparkfun Electronics）

TMP102（テキサス・インスツルメンツ）

図1　TMP102の内部ブロック図とピン配置
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図2　TMP102とARMマイコン基板mbedの接続

LPC1768
TMP102（NXPセミコンダクターズ）
（テキサス・

インスツルメンツ）

SCL
SDA

9 1
10 6

3
4I/O

SCL
SDA
ALERT
ADD0
GND

VCC

VCC
3.3V

VCC
3.3V

4.7k

ロー・パス・
フィルタ

4.7k

470Ω

0.01μ

0.1μ

～

ALERT機能を
使うときは接続

http://www.kumikomi.net/interface/contents/201304.php

